
平原遺跡（ひらばるいせき）は、福岡県前原市にある弥生時代から古墳

時代ものと考えられる遺跡です。

この遺跡は伊都国の王墓と考えられる１号墓を中心とした墳墓遺跡で、

昭和４０年（１９６５）に発見されました。１号墓は弥生時代後期～終

末（約１８００～１９００年前）に造られたもので、副葬品は銅鏡３９

枚、鉄刀１本、ガラス製勾玉やメノウ製管玉などの玉類が多数発見され

ています。銅鏡のなかには直径４６．５ｃｍの内行花文鏡（日本製）が

４枚ありますが、これは日本最大の銅鏡です。その他の銅鏡もほとんど

が中国製で非常に貴重なものです。また、ひとつの墓から出土した銅鏡

の枚数も日本一で、伊都国王の墓にふさわしい内容です。
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平原方形周溝墓出土内行花文鏡　複製
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国内最大級の鏡で、現地での出
張作業でした。まるでＬＰレコー
ドのような鏡でした。型取り→成
形→仕上げ→彩色の工程を経て
完成にこぎつけました。レプリカ
は完形品です。
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